
電力インフラのデジタル化研究会（E-Tech研究会）の議論 
                      （事務局：資源エネルギー庁・電力産業・市場室） 

データ分析・予測 データ整理・管理 

オペレーション センシング 
Ｏ
Ｔ 

Ｉ
Ｔ 

・タービン、ボイラ等のセンサーから無
数のオペレーションデータを収集 
イベントデータ 
• ダウンタイム、起
動、故障 

定常数値データ 
• 流入量、圧力、新
藤、音、温度 

影像データ 
• 機内画像 

エッジ 
コンピューティング 

＋ 

・収集データをプラットフォームで体
系的に管理 

複数アセットの 
統合管理 

社内外の情報と 
統合管理 

・収集データを元に、最適運用の
予測、事故予兆 

ＡＩによる 
高度化 

機械学習 

・分析・予測を反映・検証・改善。 

全社最適化 

サービス 
向上 

運転効率 
向上 

設備保全 
CBM 

故障 
予知 

 資源エネルギー庁電力産業・市場室では、有識者や電力会社を交えたE-Tech研究会を設置。電力
インフラのデジタル化が実現しうる価値や、電力産業の競争力強化に資する具体施策を検討。 

 発電分野では、データに基づくオペレーションの効率化に加え、AI、機械学習などの更なる進歩の芽が
でているが、「如何に競争力強化を進めるか（どういった座組みで戦うか）」などの論点を議論。 

稼働率向上 

効率化 
最経済運用 保全高度化 

海外輸出 
（集中運営サポート、O&M外販、IPP等） 

新サービス創出 
（調達モデル、保険、認証、教育） 

日本の電力会社の 
「強み」を如何に 
織り込むか 

論点Ⅰ 論点Ⅱ 

論点Ⅲ 

• オペレータ主導の勝ち
パターンとは？ 

• オペレーター、IT、メー
カーの座組みのあり方
など 

如何にデジ
タル化によ
る競争力を
進めるか？ 

売り込むべき日本の「強み」とは何か？ 

如何に海外企業と差別化を図り、海外市場を獲得するか？ 

資 料 ５－１  



● IT企業、メーカー等との戦略的連携（座組み）の構築 
   ・ データの囲い込みからの脱却、継続的な連携 
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取組ステップ（イメージ） 

 過去データによる予
測モデル構築 

 パラメータの最適設
定 

モデル構築 

実機での実証試験 

実運転への適用 
他社・海外への 
サービス展開 

 予測モデルを活用し
た実機でのパラメー
タ調整（リアルタイム
制御等） 

 実機の長時間運転
による高効率化等の
実現（メリット享
受） 

 他社アセットの運転
支援サービスや海外
展開 
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そ
の
他 

人材ゼロ 

社内の 
理解不足 
危機意識 
の欠如 

データの 
囲い込み 

IoT,AI技術の不足（企業連携・人材育成の必要性） 

経営層の意思決定 

モデルの高度化 
（適用範囲の拡大） 

現場の理解 

規制への対応 
メーカー保証 

ｻｲﾊﾞｰｾｷｭﾘﾃｨ対策 

更なるモデルの高度化 
（暗黙知・ノウハウの反映） 

相手国の 
理解の醸成 

精度の高い 
予測モデル構築 

社内体制構築、理解醸成 

中堅人材によるプロジェクト組成 継続的な発展（体制等） 

主な論点・問題提起 ～火力発電所のIoT,AI活用による競争力強化～ 
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